
年
夏
に
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
の
開
催

を
き
っ
か
け
に
、
区
と
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
市
と
の
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

平
成
17
年
に
は
友
好
都
市
交
流
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」

は
、
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
１
９

６
７
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
展
覧
会
で
、

世
界
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
絵
本
原
画

コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
登
竜
門
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
、
こ
の

展
覧
会
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
絵
本
作
家
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

49
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、
お
よ
そ
60
カ

国
３
０
０
０
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
日
本
の

昭
和
54
年
に
東
京
都
23
区
内
初
の
区
立
美

術
館
と
し
て
開
設
し
た
板
橋
区
立
美
術
館
は
、

赤
塚
溜
池
公
園
・
赤
塚
城
址
公
園
の
緑
の
一

角
に
あ
り
ま
す
。

収
蔵
作
品
は
、
江
戸
狩
野
派
を
中
心
と
し

た
近
世
絵
画
、
大
正
か
ら
昭
和
前
期
の
前
衛

美
術
、
板
橋
区
ゆ
か
り
の
作
家
を
中
心
に
収

集
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
収
集
活
動
と
連
動

し
、〝
江
戸
文
化
〞
や
、
昭
和
の
は
じ
め
か

ら
戦
後
に
か
け
て
池
袋
周
辺
に
あ
っ
た
〝
池

袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〞
と
呼
ば
れ
た
若
い
芸
術

家
た
ち
の
ア
ト
リ
エ
村
に
焦
点
を
当
て
た
企

画
展
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
昭
和
56
年
よ
り
、
当
時
美
術
館
の
展

覧
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
全
く
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
「
絵
本
原
画
展
」
に
注
目
し
、
毎

板
橋
区
立
美
術
館
周
辺
に
は
、
模
型
や
映
像
で
区
の
歴
史
を
楽
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
郷
土
資
料
館
や
、

約
６
０
０
種
の
樹
木
・
草
花
・
山
野
草
が
植
え
ら
れ
、

四
季
折
々
の
植
物
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
赤
塚
植
物
園
が
あ
り
、

植
物
園
内
の
万
葉
・
薬
用
園
に
は
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
植
物
や
薬
用
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
“
芸
術
の
秋
”
に
お
す
す
め
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

板橋区板橋区

自
然
の
中
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
美
術
館

区の花でもあるニリンソウを見ることの
できる板橋区立赤塚植物園。芝生が広が
る広場では、ケヤキの木陰でゆったりし
た時間を過ごすことができる

秋
の
赤
塚
で
芸
術
・
歴
史
を
感
じ
よ
う

秋
の
赤
塚
で
芸
術
・
歴
史
を
感
じ
よ
う

　
　
〜
板
橋
区
立
美
術
館・郷
土
資
料
館・赤
塚
植
物
園
を
中
心
に
ま
ち
め
ぐ
り
〜

シュウメイギク

フジバカマ ホトトギス

赤塚植物園で
見られる

これからが見頃のこれからが見頃のこれからが見頃の

秋の花秋の花秋の花秋の花
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子
ど
も
向
け
の
制
作
イ
ベ
ン
ト
な
ど
絵
本
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

美
術
館
で
は
、
次
回
の
展
覧
会
と
し
て
、

９
月
19
日
か
ら
館
蔵
品
展
「
ま
あ
！
オ
モ
シ

ロ
江
戸
屏
風
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

屏
風
は
、
間
仕
切
り
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

絵
や
書
を
描
い
て
飾
る
こ
と
で
、
空
間
の
雰

囲
気
を
変
化
さ
せ
る
役
割
も
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
所
蔵
品
を
中
心
に
屏
風

と
い
う
独
特
の
形
式
に
見
ら
れ
る
多
彩
な
表

現
や
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を
紹
介
し
ま
す
。

年
間
約
５
万
人
が
訪
れ
る
美
術
館
で
は
、

開
館
30
周
年
を
迎
え
た
平
成
21
年
に
美
術
館

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
際

に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
美
術

館
の
印
象
を
〝
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
〞
と
答
え
た

人
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

展
示
室
に
上
が
る
と
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
が

あ
り
、
美
術
館
か
ら
は
周
辺
の
四
季
折
々
の

緑
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
だ
れ
で
も

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
た
く
な
る
だ
れ
で

も
ち
ょ
っ
と
つ
く
っ
て
み
た
く
な
る
そ

ん
な
楽
し
い
板
橋
区
立
美
術
館
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
と
お
り
、
気
軽
な
雰

囲
気
で
訪
れ
る
人
を
迎
え
て
く
れ
る
、
散
策

の
折
に
ふ
と
立
ち
寄
り
た
く
な
る
美
術
館
で

す
。

産
業
の
発
展
な
ど
、
近
世
か
ら
戦
後
の
区
の

歩
み
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

９
月
19
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で
は
、
特
別

展
「
武
蔵
千
葉
氏
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

美
術
館
や
郷
土
資
料
館
の
近
く
、
都
立
赤

塚
公
園
の
辺
り
は
千
葉
氏
が
構
え
た
赤
塚
城

が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
も
と
も
と
下
総
国
に

10
作
家
を
含
む
24
か
国
76
作
家
が
入
選
と
な

り
ま
し
た
。

美
術
館
で
は
、
今
年
も
７
月
４
日
か
ら
８

月
16
日
に
か
け
て
全
入
選
作
品
約
３
８
０
点

の
絵
本
原
画
を
展
示
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら

に
特
別
展
示
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
注
目

の
若
手
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
カ
タ
リ
ー

ナ
・
ソ
ブ
ラ
ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
期
中
に
は
、
講
演
会
や
対
談
、

美
術
館
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
区
立
郷
土
資

料
館
は
、
区
内
で
出
土
し
た
考
古
資
料
、
古

文
書
、
民
俗
資
料
、
古
民
家
な
ど
を
収
蔵
・

展
示
し
、
板
橋
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
施
設
で
す
。
郷
土
に
関
す
る
歴
史
や
文
化

を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
・
特
別
展
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

常
設
展
示
で
は
、
模
型
や
映
像
を
用
い
て
、

区
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
に
つ
い
て
楽

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
館
の
あ
る

赤
塚
周
辺
は
か
つ
て
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
広
が

る
農
村
地
帯
で
し
た
。
年
の
は
じ
め
に
そ
の

年
の
五
穀
豊
穣
と
子
孫
繁
栄
を
祈
願
し
て
行

わ
れ
た
水
田
耕
作
に
関
わ
る
行
事
の
ひ
と
つ
、

田
遊
び
の
神
事
に
関
す
る
展
示
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
で
も
こ
の
神
事
は
、
毎
年
２
月

11
日
に
徳
丸
北
野
神
社
、
２
月
13
日
に
は
赤

塚
諏
訪
神
社
で
夜
間
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
模
型
と
映
像
を
複
合
的
に
用
い
て

板
橋
に
あ
っ
た
ム
ラ
の
様
子
を
表
し
た
パ
ノ

ラ
マ
展
示
も
人
気
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

区
の
地
場
産
業
と
し
て
知
ら
れ
る
光
学
機
器

板橋区板橋区板橋区板橋区板橋区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

赤
塚
城
址
の
麓
に
あ
る
郷
土
資
料
館

美術館では、９月19日から10月
18日まで館蔵品展「まあ！オモ
シロ江戸屏風」展を開催

郷土資料館では、９月19日から
11月１日まで特別展「武蔵千葉
氏」を開催

板橋区立美術館板橋区立美術館板橋区立美術館板橋区立美術館板橋区立美術館板橋区立美術館板橋区立美術館板橋区立美術館板橋区立美術館

板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館板橋区立郷土資料館

東京都板橋区赤塚５-34-27

 アクセス  都営三田線「西高島平駅」下車徒歩13分、東武東上線「下赤 都営三田線「西高島平駅」下車徒歩13分、東武東上線「下赤
塚駅」・東京メトロ有楽町線・副都心線「地下鉄赤塚駅」下車徒歩25
分（東武東上線「成増駅」や都営三田線「高島平駅」からバス利用も可能）

 アクセス  都営三田線「西高島平駅」下車徒歩13分、東武東上線「成増 都営三田線「西高島平駅」下車徒歩13分、東武東上線「成増
駅」・東京メトロ「地下鉄成増駅」下車徒歩23分、東武東上線「下赤塚
駅」・東京メトロ「地下鉄赤塚駅」下車徒歩25分（東武東上線「成増駅」
や都営三田線「高島平駅」からバス利用も可能）

美術館から
地域の美術館として、
工夫した展示や関連
イベントを行ってい
ます。ぜひ来
てみてくだ
さい。　

郷土資料館から
南側の高台は中世の城郭
赤塚城が構えられた場所で
す。現在都立赤塚公園と
して広場と梅林にして広場と梅林に
なっており、梅なっており、梅
の咲く時期のの咲く時期の
景観は見事で景観は見事で
す。

東京都板橋区
赤塚５-35-25
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美
術
館
・
郷
土
資
料
館
の
近
く
に
あ
る
赤

塚
植
物
園
は
、
武
蔵
野
の
面
影
を
色
濃
く
残

す
赤
塚
の
丘
陵
地
を
活
用
し
、
昭
和
56
年
に

開
園
し
た
入
場
無
料
の
区
立
植
物
園
で
す
。

広
さ
は
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
本
園
と
万

葉
・
薬
用
園
か
ら
な
り
、
約
６
０
０
種
の
樹

木
・
草
花
・
山
野
草
が
植
え
ら
れ
、
四
季

折
々
の
植
物
の
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

中
行
事
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
武
蔵
野
の

自
然
の
中
に
残
る
古
民
家
は
趣
が
あ
り
、
四

季
折
々
の
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
、

周
囲
の
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
醸
し
出
す

〝
日
本
の
風
景
〞
が
ど
こ
か
懐
か
し
さ
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
す
。

本
園
に
は
多
く
の
樹
種
が
植
え
ら
れ
、
そ

の
下
に
は
野
草
も
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

芳
香
の
あ
る
花
木
が
植
え
ら
れ
た
「
香
り
の

散
歩
道
」
や
、
竹
林
が
訪
れ
る
人
を
静
か
に

迎
え
て
く
れ
る
日
本
庭
園
も
あ
り
ま
す
。
日

本
庭
園
に
は
垣
根
・
灯
篭
・
し
し
お
ど
し
な

ど
の
見
本
が
あ
り
、
趣
の
あ
る
雰
囲
気
で
す
。

ま
た
、
芝
生
広
場
で
は
、
ケ
ヤ
キ
の
木
陰

の
テ
ー
ブ
ル
で
の
ん
び
り
と
お
弁
当
を
広
げ

て
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

園
内
の
図
書
室
や
講
習
室
を
併
設
し
た
管

理
舎
に
は
緑
化
教
育
指
導
員
が
常
駐
し
、
植

物
に
関
す
る
相
談
や
調
べ
物
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

一
方
、
万
葉
・
薬
用
園
に
は
、
万
葉
集
に

詠
ま
れ
た
植
物
や
薬
用
植
物
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
万
葉
集
に
は
約
１
６
０
種
の
植
物

が
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

案
内
板
に
は
万
葉
集
の
歌
が
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
植
物
と
合
わ
せ
て
楽
し
く
学
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
８
月
か
ら
10
月
に

淡
い
藤
色
の
小
花
を
つ
け
る
フ
ジ
バ
カ
マ
、

秋
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
も
見
頃
で
す
。

ま
た
晩
秋
に
は
紅
葉
も
き
れ
い
な
の
で
、

美
術
館
や
資
料
館
で
芸
術
や
歴
史
を
満
喫
し

た
ら
、
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
秋
の
休
日

を
過
ご
す
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
辺
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、「
江
戸
名
所

図
絵
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
松
月
院
や
東
京

大
仏
で
有
名
な
乗
蓮
寺
、
赤
塚
城
址
な
ど
の

史
跡
も
多
く
、
手
軽
な
散
歩
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
図
を
片
手
に
、
１
日
か
け
て

散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
た
千
葉
氏
で
す
が
、
内
紛
に
よ
り
一
族
が

分
裂
し
、
康
正
２
年
（
１
４
５
６
年
）、
市

川
城
を
追
わ
れ
た
千
葉
氏
宗
家
は
武
蔵
国
に

落
ち
の
び
、
赤
塚
城
に
入
り
ま
し
た
。
以
後

赤
塚
郷
を
拠
点
に
武
蔵
国
内
に
所
領
を
拡
大

し
て
い
き
、
武
蔵
千
葉
氏
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
展
示
は
赤
塚
郷
内
を
中
心
と
す
る
活

動
は
も
ち
ろ
ん
、
武
蔵
千
葉
氏
の
ル
ー
ツ
や

同
氏
の
妙
見
信
仰
を
絵
巻
や
仏
像
な
ど
を
通

し
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
近
世
中
期
以
降
の
地
誌
・
評
論
な

ど
に
見
ら
れ
る
武
蔵
千
葉
氏
の
姿
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
ま
す
。

資
料
館
の
外
に
は
１
５
０
年
前
に
区
内
に

あ
っ
た
農
家
、
旧
田
中
家
住
宅
が
移
築
・
保

存
さ
れ
て
お
り
、
七
夕
や
お
月
見
飾
り
、
わ

ら
細
工
・
し
め
縄
作
り
な
ど
昔
な
が
ら
の
年

板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園板橋区立赤塚植物園

板橋区板橋区板橋区板橋区板橋区板橋区板橋区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

自
然
の
中
を
散
策
で
き
る
赤
塚
植
物
園

郷土資料館では、昭和47年に寄贈・解体移築された
旧田中家住宅の有効活用として、「古民家年中行事」
が行われている。９月26日から10月４日まではお月
見飾りが飾られる

生い茂る緑に囲まれた、
赤塚植物園内の万葉・
薬用園の八橋。園内を
散策しながら四季折々
の自然を満喫できる

東京都板橋区赤塚５-17-14

 アクセス  東武東上線「成増駅」「下赤
塚駅」下車徒歩16分、都営三田線「西
高島平駅」下車徒歩20分（東武東上線

「成増駅」や都営三田線「志村三丁目
駅」「高島平駅」からバス利用も可能）

赤塚植物園から
冬の朝には、シモバシラ
（シソ科の草）の茎に氷結
した氷の華が見られます。
これを見に遠くから訪れる
方も多く、この時方も多く、この時
期は通常より期は通常より
も30分はやくも30分はやく
開園していま開園していま
す。
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